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　１月 12 日、中央公民館で「令和７年はた　１月 12 日、中央公民館で「令和７年はた
ちのつどい」を開催しました。今年度、八千ちのつどい」を開催しました。今年度、八千
代町で 20 歳を迎えたのは 222 人です。代町で 20 歳を迎えたのは 222 人です。

（関連記事２～３ページ）（関連記事２～３ページ）

主な内容　　　　　　　　　　　　　　主な内容　　　　　　　　　　　　　　
◎新春賀詞交歓会を開催・・・４ページ◎新春賀詞交歓会を開催・・・４ページ
◎八千代町まちづくりレポート表彰式◎八千代町まちづくりレポート表彰式

・・・５ページ・・・５ページ
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詳詳細細ははここちちらら

茨茨城城県県結結城城郡郡八八千千代代町町菅菅谷谷 番番地地

ＴＴＥＥＬＬ ００２２９９６６－－４４８８－－２２３３１１１１

ＵＵＲＲＬＬ

茨茨城城県県知知事事登登録録旅旅行行業業 第第２２－－３３１１４４

八八千千代代町町 時時 発発～～ 「「動動きき出出すす浮浮世世絵絵展展」」鑑鑑賞賞 ～～ 本本ママググロロ解解体体シショョーーととラランンチチブブッッフフェェ（（昼昼食食）） ～～ 浅浅草草散散策策 浅草にも立ち寄ります♪～～ 八八千千代代町町 頃頃着着予予定定

■■ 運運行行ババスス会会社社：：自自社社ババスス（（ササワワキキ観観光光ババスス））ババススガガイイトト同同行行

■■ 最最少少催催行行人人員員：： 名名 〈〈受受付付人人員員：： 名名様様よよりり〉〉
■■ ココーースス：：八八千千代代町町役役場場 ：： 発発

※写真はイメージです

旅旅行行代代金金
（（おおひひととりり様様））

出出発発日日：：３３月月１１５５日日（（土土））・・１１８８００００００円円（（税税込込））

お申し込み・お問い合わせ
電話受付：平日 ： ～ ：

【【貸貸切切ババスス代代・・昼昼食食代代 本本ママググロロ解解体体シショョーーととラランンチチブブッッフフェェ ・・「「動動きき出出すす浮浮世世絵絵展展」」入入場場料料をを含含むむ】】

ママググロロ解解体体シショョーーとと「「動動きき出出すす浮浮世世絵絵展展」」！！
サワキバスツアー のオリジナル企画

本本
エキサイティングな本まぐろ解体ショー

大迫力のマグロ解体ショーのあとは、超豪華！大トロ～♪中とろ～♪ 中落ち～♪赤っ身～♪
が食べられる！ 他にランチブッフェもございます。

大大河河「「べべららぼぼうう」」ででブブーームム到到来来のの予予感感！！ 「「動動きき出出すす浮浮世世絵絵展展」」
浮浮世世絵絵がが動動きき出出すす幻想的な世界へ 日本が世界に誇る芸術や食文化をぜひご堪能ください！

スシ
食いねェ♪

有楽町の大人気寿司店による
本マグロ解体ショー！

広告

受章おめでとうございます受章おめでとうございます

令和６年叙勲受章者令和６年叙勲受章者

　昭和 52 年に東京神田今川橋郵便局で採用。その　昭和 52 年に東京神田今川橋郵便局で採用。その
後、下妻郵便局を経て平成元年に八千代郵便局長、後、下妻郵便局を経て平成元年に八千代郵便局長、
平成６年に八千代菅谷郵便局長に就任。茨城西部平成６年に八千代菅谷郵便局長に就任。茨城西部
地区郵便局長会会長、関東地方郵便局長会理事、地区郵便局長会会長、関東地方郵便局長会理事、
全国郵便局長会評議員、茨城県郵便局長連絡協議全国郵便局長会評議員、茨城県郵便局長連絡協議
会議長を歴任し、郵政事業の発展と地域の活性化会議長を歴任し、郵政事業の発展と地域の活性化
に尽力されました。に尽力されました。

　昭和 52 年、関城中学校に教員として着任後、国　昭和 52 年、関城中学校に教員として着任後、国
立教育会館学校教育研究所の指導主事などを経て、立教育会館学校教育研究所の指導主事などを経て、
平成 21 年に茨城県立つくば工科高等学校長、平成平成 21 年に茨城県立つくば工科高等学校長、平成
23 年に茨城県立水戸工業高等学校長に就任。在職23 年に茨城県立水戸工業高等学校長に就任。在職
時は、全国高等学校長協会理事、茨城県高等学校時は、全国高等学校長協会理事、茨城県高等学校
長協会副会長などを歴任し、情報教育や教育行政長協会副会長などを歴任し、情報教育や教育行政
の発展に寄与されました。の発展に寄与されました。

令和７年令和７年

八千代町新春賀詞交歓会を開催八千代町新春賀詞交歓会を開催

　１月 12 日、ビ・アーンジュ YUKIYA　１月 12 日、ビ・アーンジュ YUKIYA
で町、町商工会（小菅康司会長）、常総で町、町商工会（小菅康司会長）、常総
ひかり農業協同組合（堤隆代表理事組ひかり農業協同組合（堤隆代表理事組
合長）共催の「令和７年八千代町新春合長）共催の「令和７年八千代町新春
賀詞交歓会」を開催しました。賀詞交歓会」を開催しました。
　当日は、町関係者や国会議員、県議　当日は、町関係者や国会議員、県議
会議員など 188 人が参加。式典では、会議員など 188 人が参加。式典では、
令和６年叙勲受章者への記念品授与を令和６年叙勲受章者への記念品授与を
はじめ、鏡開き、万歳三唱が行われ、はじめ、鏡開き、万歳三唱が行われ、
町のさらなる発展を祈願しました。ま町のさらなる発展を祈願しました。ま
た、祝宴では大衆演劇名門「若葉劇団」た、祝宴では大衆演劇名門「若葉劇団」
によるパフォーマンス披露もあり、会によるパフォーマンス披露もあり、会
場は大いに盛り上がりました。場は大いに盛り上がりました。

長年にわたり、各分野で活躍し、功績が認められた方に贈られる叙勲・褒賞。長年にわたり、各分野で活躍し、功績が認められた方に贈られる叙勲・褒賞。
令和６年に町内で叙勲を受章された方を紹介します。令和６年に町内で叙勲を受章された方を紹介します。

春の叙勲春の叙勲

瑞宝双光章瑞宝双光章
（郵政事業功労）（郵政事業功労）

大久保大久保  誠之誠之  さんさん

元 日本郵政公社職員元 日本郵政公社職員

　（特定郵便局長）　（特定郵便局長）

春の叙勲春の叙勲

瑞宝双光章瑞宝双光章
（教育功労）（教育功労）

中川 忠之中川 忠之  さんさん

元 公立高等学校長元 公立高等学校長
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鈴鈴のの樹樹 ハハウウススププララスス
鈴鈴木木 浩浩司司

住宅のお悩みは鈴の樹ハウスプラスにご連絡ください。

住宅メンテナンス・高気密 高断熱住宅・
リフォーム・外壁塗装 他

八千代町東蕗田 656-2
TEL 0296-49-1697

FAX 0296-49-1697
携帯 090-4928-4483LINE友だち追加 インスタやってます

広告 広告

八千代町八千代町
まちづくりレポート表彰式を開催まちづくりレポート表彰式を開催

　12 月 17 日、役場庁議室で八千代町まちづくり
レポート表彰式が行われました。式典では、入賞
者に賞状、副賞が授与されたほか、入賞作品の発
表も行われ、地元の高校生たちが町への思いを込
めた素晴らしい提案が披露されました。
　最優秀賞に輝いた茨城県立八千代高等学校（榊󠄀
原洋子校長）２年次生の大里美羽さんのレポート

「農業を様々な場面で活用させよう」は、イベント
や体験活動を通して地元農業の魅力を発信し、廃
棄野菜を堆肥化する循環型のアイデアが高く評価
されました。
　また、優秀賞、佳作を受賞した皆さんからも、
地域愛にあふれる多彩な提案がありました。それ
ぞれの発表を聞いた野村町長は「新たな知見をま
ちづくりに生かし、農業の力を地域経済の活性化
や人材育成につなげたい」と述べました。

入賞作品
【最優秀賞】

「農業を様々な場面で活用させよう」
茨城県立八千代高等学校 2 年次生　大里 美羽さん

【優 秀 賞】
「多文化共生のために」

茨城県立八千代高等学校 2 年次生　金子 和樹さん

「農業を活用したよりよい八千代町づくり」
茨城県立八千代高等学校 2 年次生　小泉 裕希さん

【佳　　作】
「これからの八千代町について」

茨城県立八千代高等学校 2 年次生　加藤 瑛太さん

「八千代の知られざる魅力」
茨城県立八千代高等学校 2 年次生　原口 紗英さん

問い合わせ　まちづくり推進課地方創生係（内線３４２０）問い合わせ　まちづくり推進課地方創生係（内線３４２０）

八千代町まちづくりレポートとは？
将来住み続けたい八千代町、住みたいと思える八千代町にするために、

どのようなまちづくりを行えばよいかを町内の高校生が町に提案するレポート
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広告広告

※下記�分野は初回��分無料!

※事情によりお受けできないこともございます。

0 2 9 6 - 3 0 - 5 6 0 0ご予約はお電話・相談予約フォーム・
LINE にて受け付けております

電話受付時間：平日� : � �～�� : � �

つくばね法律事務所
茨城県下妻市大園木２８３９－１　大建ビル２階
【国道 ��� 号線バイパス沿い・やすらぎの里しもつま隣り】

茨城県弁護士会所属：関　健太郎・門井　節夫・髙中　学・飯塚　夏樹・山本　大介

LINE友だち追加相談予約フォーム

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

身近な法律問題のご相談、ご予約随時受付中です。
どうぞお気軽にお問い合わせください。

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言
債務整理/交通事故/相続・遺言債務整理/交通事故/相続・遺言

債務整理/交通事故/相続・遺言

〇医療機関や薬局で過去のお薬情報や健康診断の結果を見られる
　ようになり、体の状態や他の病気の情報に基づいたより良い
　医療を受けられる
〇手続きなしで高額医療の限度額を超える支払いがなくなる

【国民健康保険、後期高齢者医療保険に加入している場合】

申請者の本人確認書類を持参し、役場１階国保年金課窓口で解除申請
※申請ができるのは、原則本人のみです。
※申請から解除が実行されるまで、１～２カ月ほどかかります。

【上記以外の場合】各医療保険者に申請

マイナ保険証を使うと、どんなメリットがある？

マイナ保険証の登録を行うには？

マイナ保険証の登録を解除するには？

問い合わせ

〇医療機関・薬局の受け付け（カードリーダー）で行う
〇スマホなどでマイナポータルから行う
〇セブン銀行 ATM から行う

〇国民健康保険について：国保年金課国保係（内線１２２０）

〇後期高齢者医療保険について：国保年金課医療年金係（内線１２１０）

〇マイナンバーカードの申請、交付について：戸籍住民課住民係（内線１１２０）

◀詳細はこちら
　（厚生労働省ホームページ）

マイナ保険証マイナ保険証
マイナンバーカード

健康保険証（マイナ保険証）の
利用登録はお済みですか？
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Topicsまちの話題
iPhone 版 Android 版

町公式アプリを登録すると、
町公式 SNS が簡単に見ること
ができます。

学校給食用に白菜とキャベツを寄贈

　JA 常総ひかり八千代地区白菜部会（猪瀬義明部会長）
と八千代地区キャベツ部会（内海一彦部会長）から、
町内の小中学校の給食用食材として町に白菜とキャベ
ツが寄贈され、12 月９日、役場庁議室で寄贈式を行い
ました。今回寄贈された約 240kg の白菜と約 210kg の
キャベツは、令和６年 12 月分の給食に使用されました。

『碑文は語る八千代町の歴史』刊行記念講演会

　11 月 30 日、図書館で碑文双書『碑文は語る八千代町
の歴史』の刊行記念講演会を開催しました。この碑文双
書は、幕末から明治、大正、昭和にかけて町内に残され
た石碑 48 基の漢文体の碑文を収録したものです。当日
は、碑文双書を監修した早稲田大学名誉教授の村山吉廣
さんによる講演が行われ、参加者は耳を傾けていました。

しめ縄作り講習会を実施

　12 月７日、西豊田中央研修センターで、西豊田地
区コミュニティ推進協議会によるしめ縄作り講習会
を開催しました。当日は 24 人が参加し、講師の廣
瀬寧さんからのアドバイスを受けたり、参加者同士
でサポートし合ったりしながら、最後は全員が立派
なしめ縄を完成させました。

学校のあり方に関する提言書を提出

　12 月４日、役場庁議室で、八千代町学校のあり方
検討委員会（小島睦委員長）から町教育委員会に対
し「八千代町学校のあり方に関する提言書」が提出
されました。この提言書は、将来を展望した小中学
校のあり方について学校の適正規模、適正配置など
を約２年にわたり協議、検討してまとめたものです。

地域子ども教室でクリスマス工作

　12 月 14 日、中央公民館で地域子ども教室「クリスマス
工作」を開催しました。今回の教室では、県西農林事務所
職員の協力のもと、ひのきの木材をかんなで削って作るマ
イ箸づくり体験と、どんぐりや松ぼっくりなどを使ったク
リスマスリース作りを実施。どちらの工作も、子どもたち
からは「とても楽しかった」との声が多く聞かれました。

30 年勤続スポーツ推進委員表彰

　12 月 10 日、全国スポーツ推進委員連合会から表彰
された町スポーツ推進委員の福島信夫さんが、野村町
長と関教育長を表敬訪問しました。福島さんは、30
年の長きにわたりスポーツ推進委員として勤続し、自
己の研さんに励みながら地域のスポーツ振興に尽力し
た功績が認められ、今回の表彰に至りました。
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ウィンターフェスティバルを開催

　12 月 22 日、図書館で八千代町国際交流 YIFA との
共催による多文化イベント「ウィンターフェスティバ
ル」を開催しました。当日は、SDGs アップサイクル
工作や世界各国のお茶の試飲などを実施。また、さま
ざまな言語での歌や朗読の発表会も行われ、参加者は
各国の文化に触れながらイベントを楽しみました。

子育て支援団体共催「クリスマス会」開催

　12 月 15 日、中央公民館で子育て支援団体共催のクリ
スマス会を開催しました。よむよむクラブによる人形劇
や紙芝居、町内出身のヴァイオリン奏者の椛沢かすみさ
んによるクリスマスコンサート、輪投げやオリジナル缶
バッジ作りなどが行われ、子どもたちはさまざまな遊び
を体験しながらクリスマス会を楽しみました。

お米の加工体験教室を開催

　12 月 21 日、中央公民館でお米の加工体験教室を開
催しました。初めに、米農家の赤塚啓希さんからお米に
ついての説明がされた後、生井亜衣さんが講師となり、
お米を使った蒸しパン作りと米粉を使ったクッキー作り
を実施。参加者からは「普段食べているお米にこんな可
能性があるなんて感動した」と驚きの声が上がりました。

セキショウふれあい基金贈呈式

　12 月 16 日、役場町長室で関彰商事株式会社（葉
章二常務取締役）から町社会福祉協議会（野村勇会
長）へ「セキショウふれあい基金」として 50 万円
の寄付がありました。寄付金を受け取った野村会長
は「地域福祉の推進のため、大切に使わせていただ
きます」と感謝を述べました。

古文書学習会を開催

　12 月 25 日、図書館で古文書学習会を開催しました。当
日は、町古文書学習会、町高校生歴史学芸員、千葉県八千
代市の千葉英和高等学校の生徒と卒業生が参加。町古文書
学習会の中村惠一さんによる「江連用水と三義人」につい
ての講演や、学生たちの活動内容の発表、学生同士での交
流会などを実施し、参加者は充実した時間を過ごしました。

カフェ・フィオーレクリスマス会

　12 月 24 日、特別養護老人ホームフィオーレで「カ
フェ・フィオーレクリスマス会」が開催されました。
会場では、八木節笠踊りやよさこいソーランなどが披
露されたほか、演奏に合わせて参加者全員で季節の歌
などを歌う歌声喫茶、プレゼントが当たるお楽しみ抽
選会が行われ、笑顔溢れる一日となりました。
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広告

問い合わせ　スポーツ振興課スポーツ振興係
　　　　　　（総合体育館内）℡ 0296-48-2469

スポーツ大会の結果 （敬称略）

■ 2024 年度 U-10 キッズ交流バレーボール大会
〔と　き〕12 月 14 日（土）
〔ところ〕筑西市ザ・ヒロサワ・シティ体育館
〔主　催〕公益財団法人日本バレーボール協会
　　　　  日本小学生バレーボール連盟

〔主な結果〕
優　勝　八千代フェニックス

■第 87 回八千代町グラウンド・ゴルフ定期大会
〔と　き〕12 月 10 日（火）
〔ところ〕町民公園
〔主　催〕八千代町スポーツ協会
　　　　  八千代町グラウンド・ゴルフ連盟

〔主な結果〕
男子の部
優　勝　内藤勝雄（ＦＧＧ）
準優勝　内海昌司（健友会）
第３位　宮田高雄（ＦＧＧ）
第４位　清水吉男（さくら）
第５位　諏訪兼四郎（さくら）
女子の部
優　勝　平田ハルイ（ＴＧＧ）
準優勝　杉田幸子（健友会）
第３位　大竹早苗（ＦＧＧ）
第４位　小竹政子（ＴＧＧ）
第５位　鈴木きみい（ＴＧＧ）

優勝した八千代フェニックスの皆さん

■第 16 回坂東市近隣バレーボールスポーツ少年団
　交流大会

〔と　き〕12 月 15 日（日）
〔ところ〕坂東市 LIXIL 総合体育館
〔主　催〕坂東市教育委員会
　　　　  坂東市バレーボールスポーツ少年団

〔主な結果〕
優　勝　八千代フェニックス

優勝した八千代フェニックスの皆さん

■第 39 回神栖杯ミニバスケットボール大会
〔と　き〕12 月 21 日（土）、22 日（日）
〔ところ〕かみす防災アリーナ、神栖市民体育館、
　　　　  神栖市波崎体育館

〔主　催〕神栖市ミニバスケットボールスポーツ少年団
〔主な結果〕
優　勝　八千代ＭＢＣ

優勝した八千代ＭＢＣの皆さん

日野自動車 古河工場 
期間従業員大募集！！
しっかり稼げて誇れる仕事が、ここにあります。

0120-541-376

《ご予約・お問い合わせ》
日野自動車採用センター

詳細はコチラ！>>>

9:00～19:00平日 9:00～17:00　土・祝

https://www.hino-works.infoWEB

広告
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「笑顔がいいね！」写真募集「笑顔がいいね！」写真募集  

や　ち　よ　文　芸

　

音
読
の
親
子
の
時
間
冬ふ

ゆ

麗

　
　
　
　
　

小　

屋　
　

倉　

持　

幸　

子　

初
筑
波
巳
年
の
絆
六
十
年

　
　
　
　
　
　

久
下
田　
　

川　

村　

ヱ
イ
子　

木
枯
し
や
筑
波
山
頂
這
い
上
が
る

松　

本　
　

野　

口　

ま
さ
子　

　新
蕎
麦
と
言
は
れ
て
酒
も
ほ
し
く
な
り

　
　
　
　
　
　

菅　

谷　
　

照　

内　

美
代
子

　

冬
麗
雲
間
を
縫ぬ

ひ
た
る
陽
の
光

　
　
　
　
　

大　

里　
　

山　

中　

康　

雄
　

吹
き
荒
さ
ぶ
風
に
も
耐
え
て
冬
桜

新　

井　
　

片　

野　

み
さ
を

初
雪
や
幼
友
と
の
男
鹿
の
旅

塩　

本　
　

田　

村　

み
つ
る

少
年
に
戻
れ
る
匂
い
求
め
て
る

　
　
　
　
　
　
羽
釜
麦
飯
お
焦
げ
に
醤
油

                   

太　

田　
　

山　

口　

正　

明

昭
和
史
の
初
め
頃
生
れ
八
十
八
才

　
　
曲
「
昭
和
か
た
ぎ
」
を
カ
ラ
オ
ケ
で
絶
唱

大
戸
新
田　
　

山　

本　

好　

子

初
雪
や
み
な
い
で
す
で
に
溶
け
た
の
か

人
さ
わ
が
せ
な
今
の
世
の
中

塩　

本　
　

小　

倉　

俊　

雄

小
正
月
過
ぎ
て
本
番
受
験
生

め
ざ
す
先
に
は
輝
く
陽は

春る

が

芦
ケ
谷　
　

須　

澤　

哲　

郎

短
　
　
歌

俳
　
　
句

八
千
代
文
芸
俳
句
会
選

みんなの広場では、みなさんからの投稿をお待ちしています。
問い合わせ　秘書課広報ＰＲ係（内線３５３０）
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自慢のお子さまの写真を、広報やちよに掲載してみませんか？
皆さまのご応募、お待ちしています。

掲載対象者　町内在住で生後３歳くらいまでのお子さま
申 込 方 法　右記二次元コードの申し込みフォームから
　　　　　　申し込み
※掲載月が決まり次第、申し込みフォームに入力いただいたメールアド
　レス宛てに、秘書課広報ＰＲ係から連絡します。
※掲載紙は、発行日当日にご自宅に郵送します。

問い合わせ　秘書課広報ＰＲ係（内線３５３０）
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町長コラム vol.52

物価高騰
　昨年末、町内で発生した今期全国最大規模の高
病原性鳥インフルエンザについては、元日をはさ
み 7 日間で約 108 万羽の殺処分が終了しました。
対応に当たられた茨城県、自衛隊、民間企業、そ
の他関係者の皆さま、大変ご苦労さまでした。大
井川知事が現地に入り激励されたほか、県議会議
員の皆さまにも地元の要望を提言いただきまし
た。大規模経営のあり方、原因究明、地域計画と
の整合など、数々の問題を残したかたちです。
　最近のニュースといえばず～っとこれです。

「４月までに約 6,000 品目以上が値上げに踏み切
る予定」。注目すべきは値上げ幅です。今回は、
値上げの幅が大きいことが問題です。その原因
は、材料費や為替といったものから、人件費の
占める割合と大きく変化しています。人手不足
や賃上げが原因ということは、急な改善は望め
ず物価高騰が長引くことを示唆しています。
　ところで、カレーライス物価指数というもの
があります。カレー 1 食当たりに要する費用の
ことですが、帝国データバンクによりますと、
2020 年 11 月は 267 円、2024 年 11 月は 377

円です。377 円の内訳は、具材 200 円、米 149 円、
カレールー 25 円、水道光熱費 4 円です。この
指数が 360 円を超えるのは、過去 10 年で初め
てであり、米の価格次第で 1 食当たり 400 円突
破も危ういとのことです。アメリカのトランプ
大統領は「石油・ガスを掘って掘って掘りまくれ。
そして世界に輸出する」と言いました。私たち
の生活に深く関わる石油です。安価な価格とな
ることを願います。
　なお、先頃、国から物価高騰対応重点支援交
付金の内示がありました。交付限度額が 5,650
万円ですので、まずは現状分析、そのうえで優
先順位をしっかり検討し、より効果があり多く
の皆さまが納得できる事業にしたいと考えてい
ます。また、学校給食費に充当する自治体もあ
りますが、当町は無償化していますので、別の
用途を考えています。景気の低迷が長引く中、
日々の生活を守るということが大事であること
から、緊急な対応が必要なもの、一時しのぎに
ならないものというように、めりはりをつけて
考えることが本筋であると思います。

大
おお

木
き

　千
ち

穂
ほ

さん
　令和７年はたちのつどい実行委員長を
務めました。

Q1. 現在、どんなことをしていますか？
　大学で、教育関係や子どもたちの支援、心理学、地方行政など、幅広く
勉強しています。その中でも、生涯学習関係には特に興味があります。小
学生の頃に、生涯学習課主催の「子ども教室」に参加していたこともあって、
子どもながらに生涯学習って面白いなという印象を持ったまま成長して、
それが大学での学びや将来の目標につながったかたちですね。サークルは、
アルティメットというフライングディスクを使った競技のサークルに入っ
ています。体力がいるスポーツですが、とても楽しいです。

Q2. はたちのつどい実行委員会に参加したきっかけは？
　生涯学習というと、子どもを主軸にすることが多い印象ですが、大学生や大
人にも関わってくるもの、それが「はたちのつどい」に該当するという話を聞
いて興味を持ったことと、２つ上の姉もはたちのつどいの実行委員として活動
していたので、その様子を見て楽しそうだなと思ったことがきっかけです。

Q3. 八千代町に対して思うことは？
　高校生の頃、町外の友達と地元の話になって、自分が町のことをどれだけ知っ
ているかと考えた時や、大学の授業で興味を持った市町村の政策について調べ
る授業で八千代町のことを調べていた時に、地元でも知らないことがまだまだ
あると気づきました。町の企業やどんな場所があるのかなど、他の人に八千代
町の良さを伝えるには、自分自身が八千代町のことをもっと知らないといけな
いなと感じています。八千代町をもっと色んな人に知ってもらい、皆がここに
いたいと思える町になっていってほしいと思います。

インタビュー
町民の皆さまを

紹介します！
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お知らせ版お知らせ版
№ 795№ 795

役場へのお電話は、代表番号におかけのうえ、
電話交換担当に内線番号をお申し付けください。

0296-48-1111

日
時　

２
月
16
日
（
日
）
午
前
９

時
開
会
式
（
午
前
８
時
30
分
受
け

付
け
）

場
所　

総
合
体
育
館

種
目
　
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
、

一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
、
一
般
男
女

混
合
ダ
ブ
ル
ス
、
中
学
生
男
子
シ
ン

グ
ル
ス
、
中
学
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

参
加
資
格　

町
近
隣
で
卓
球
を
愛

好
し
て
い
る
人
（
中
学
生
以
上
）

参
加
費　

１
人
５
０
０
円

申
込
期
限　

２
月
７
日
（
金
）

　

総
合
体
育
館

　

０
２
９
６
‐
48
‐
２
４
６
９

帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合

に
は
、
障
が
い
が
あ
る
方
の
た
め

に
使
用
す
る
自
動
車
の
自
動
車
税

（
種
別
割
お
よ
び
環
境
性
能
割
）

を
減
免
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
減
免
申
請
は
、
管
轄
の
県
税

事
務
所
で
年
間
を
通
じ
て
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
が
、
次
の
日
程
で

出
張
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
26
日
（
水
）
午
前
10

時
～
正
午

場
所　

役
場
１
階
町
民
ホ
ー
ル

※
新
車
、
中
古
車
新
規
登
録
に
係

る
減
免
や
自
動
車
税
（
環
境
性
能

割
）
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
登
録

日
か
ら
30
日
以
内
に
管
轄
の
水
戸

ま
た
は
土
浦
県
税
事
務
所
自
動
車

税
分
室
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
減
免
の
要
件
に
よ
り
、
必
要
書

類
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

左
記
二
次
元
コ
ー
ド
の
茨
城
県
総

務
部
税
務
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
筑
西
県
税
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

〇
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所

　

０
２
９
６
‐
24
‐
９
１
９
０

〇
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

町
税
務
課
資
産
税
係

　
（
内
線
１
５
２
０
）

　　　
日
時　

２
月
20
日
（
木
）
午
後
２

時
～
４
時

場
所　

中
央
公
民
館
１
階
会
議
室

対
象
者　

就
職
の
悩
み
が
あ
る
15

歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
人
ま
た
は
保

護
者
・
関
係
者

申
込
期
限　

２
月
19
日
（
水
）
午

後
４
時

　

い
ば
ら
き
県
西
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

０
２
９
６
‐
54
‐
６
０
１
２

日
時　

２
月
21
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料　

無
料

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
（
完
全
予
約
制
）

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

０
２
９
６
‐
48
‐
１
９
５
５　

　

茨
城
県
で
は
、
身
体
障
害
者
手

問 問

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

TEL

２月の納税等
国民健康保険税（第８期）

後期高齢者医療保険料（第８期）
介護保険料（第６期）

納期限は 2 月 28 日（金）です

　国保年金課（内線 1220）
　　　　　　  （内線 1210）
　福祉介護課（内線 1320）

問

問

TEL

問問

防災行政無線を用いた情報伝達試験を実施

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え情報伝
達試験を行います。この試験は全国瞬時警報システ
ム（Ｊアラート）を用いたもので、八千代町以外の
地域でもさまざまな手段で試験が行われます。

日　　時　２月 12 日（水）午前 11 時ごろ
伝達手段　防災行政無線
　　　　　※町内に設置してある防災行政無線から
　　　　　　一斉に放送されます。
放送内容　上りチャイム音
　　　　　「これは、Ｊアラートのテストです。」
　　　　　「こちらは、防災やちよです。」
　　　　　下りチャイム音

※Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊
　急情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時に伝
　えるシステムです。

問い合わせ
消防交通課消防防災係（内線３３１０）

TEL

TEL

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

第
36
回
町
民
卓
球
大
会
の

参
加
者
募
集

募

集

募

集

働
く
こ
と
の
悩
み
無
料
相

談
会

自
動
車
減
免
申
請
の
出
張

窓
口
開
設

協会けんぽ茨城支部が移転します
　協会けんぽ茨城支部は、２月 25 日（火）に移転
します。現所在地（水戸市南町 3-4-57）での窓口受
け付けは、２月 21 日（金）までとなります。
移転先
〒 310-8502 水戸市宮町 1-2-4 マイムビル 9 階
℡ 029-303-1580　FAX029-303-2100　　　　
※郵便番号、電話番号、FAX 番号に変更はありません。
問い合わせ　協会けんぽ茨城支部　℡ 029-303-1580

パブリックコメントを募集
　町では、八千代町学校の適正規模・適正配置等に
関する方針の策定を進めています。方針の策定にあ
たり、皆さまからのご意見を募集しています。
募集期間　２月１日（土）～ 17 日（月）
閲覧場所　町ホームページおよび役場３階学校教育課
　　　　　窓口（窓口での閲覧は開庁時のみ）
※意見の提出方法は、町ホームページをご覧いただ
くか、学校教育課へお問い合わせください。
問い合わせ　学校教育課庶務係（内線３７２０）
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●人口 21,082 人 (2,051) ●男 11,145 人 (1,519) ●女 9,937 人 (532)
●世帯数 8,467 世帯 (1,772)　　（　）内は外国人で内数

【人口と世帯数】
 １月１日現在

防災行政無線の放送内容は電話で確認ができます 0296-49-4321
 

令和７年度　会計年度任用職員を募集します
任用期間　令和 7 年４月１日～令和８年３月 31 日　　　　　 勤務形態　パートタイム
募集職種　事務補助職、補助員、労務職、専門員　　　　　　申込期限　２月 21 日（金）
申込方法　事前に電話連絡の上、会計年度任用職員申込書を町ホームページからダウンロードし、担当課へ提出
　　　　　（障がいのある方は、手帳の写しを添付）※書類提出時に、簡単な面接を行います。
受付時間　午前８時 30 分～午後 5 時 15 分　※土日祝日を除きます。
※社会保険、雇用保険の加入は雇用形態により異なります。詳しくは、町ホームページをご覧ください。

【募集内容】
職名

※資格等
任用
人数 業務内容 勤務場所 勤 務 日

勤務時間 賃金等 担当課等
連絡先

外国人相談員
※英語等外国語での
会話、PC・タブレット

の操作ができる人
１人 外国人相談業務、窓口業務、電話

応対、行政文書の翻訳業務
秘書課

（庁舎３階）

週３日
午前８時 30 分～午後５時のう
ち７時間

時給
1,338 円以上

秘書課
48-1664

事務補助員

２人 窓口業務、マイナンバーカード関連
業務、電話応対、資料整理

戸籍住民課
（庁舎１階）

月～金のうち週３日
午前８時 30 分～午後５時のうち７時間

時給
1,005 円以上

戸籍住民課
49-3940２人 月～金のうち週５日

午前８時 30 分～午後５時のうち７時間

１人

窓口業務、パソコン入力、電話応対、
資料整理

国保年金課
（庁舎１階） 月～金

午前８時 30 分～午後５時のう
ち７時間

国保年金課
49-6314

２人 健康増進課
（保健ｾﾝﾀｰ）

健康増進課
48-1955

１人 こども家庭課
（保健ｾﾝﾀｰ）

月～金のうち週４日
午前８時 30 分～午後５時のうち 6 時間

こども家庭課
（保健ｾﾝﾀｰ）

48-1955

１人 農地関係業務、窓口業務、パソコ
ン入力、電話応対、資料整理

農業委員会事務局
（庁舎２階）

月～金
午前８時 30 分～午後５時のう
ち７時間

農業委員会事務局
49-3948

１人 農地中間管理事業関係業務、窓口業務、
パソコン入力、電話応対、資料整理

農政課
（庁舎２階）

農政課
48-3819

２人 ふるさと納税関係業務、電話応対、
窓口業務、パソコン入力、資料整理

産業振興課
（庁舎２階）

産業振興課
49-3943

１人 窓口業務、パソコン入力、電話応対、
資料整理

上下水道課
（浄水場内）

月～金
午前８時 30 分～午後５時のう
ち７時間

上水道係
48-2037

１人 下水道係
48-2238

１人 パソコン入力、電話応対、カウンター
業務、資料整理

生涯学習課
（図書館）

火～日のうち土日を含む週 5 日
午前８時 30 分～午後６時 15 分のうち７時間

生涯学習課
（図書館）
48-4646

１人 火～日のうち土日を含む週３日
午前 8 時 30 分～午後６時 15 分のうち７時間 45 分２人 カウンター業務、書架整理、資料

修理１人 月 5 日
午前 8 時 30 分～午後６時 15 分のうち７時間 45 分

教育支援員 18 人 学校生活において支援を必要とす
る児童生徒の支援 町内小中学校 月～金のうち週２日または３日

５時間程度 時給
1,023 円以上

学校教育課
48-1519

外国籍児童生活支援員 １人 日本語での学習・生活が困難な児
童の支援 町内小学校 月～金

５時間程度
外国籍児童生活支援員
※英語での通訳、
　翻訳ができる人

１人
学校内における通訳・翻訳業務、
日本語での学習・生活が困難な児
童の支援

町内小中学校 月～金のうち週３日
５時間程度

時給
1,338 円以上

学校用務員 ７人 学校長の指示に従う労務作業 町内小中学校 月～金
午前８時～午後４時

時給
1,005 円以上

事務補助員 １人 窓口業務、パソコン入力、電話応対、
資料整理 給食センター 月～金

午前８時 30 分～午後４時
時給
1,005 円以上

給食センター
48-1149

介護支援専門員
※介護支援専門員資
　格保持者

１人 介護予防ケアマネジメント関係業務、
サービス事業所等との連絡調整

福祉介護課
（庁舎１階）

月～金
午前８時 30 分～午後 5 時のうち 7 時間

時給
1,278 円以上

福祉介護課
49-3941

介護認定調査員
※介護認定調査員研
　修受講者（未受講
　者は採用後に研修
　が必須）

１人
介護認定に関する相談および介護
認定等調査、認定審査会申請書類
等作成

時給
1,150 円以上

事務補助員（障がい者）
※障害者手帳の交付

を受けている人
4 人 パソコン入力、電話応対、資料整理 要相談

週３日または５日
午前 8 時 30 分～午後５時のう
ち６時間程度

時給
1,005 円以上

総務課
49-6311

※任用人数は、変更になる場合があります。また、地方公務員法第 16 条の欠格条項に該当する方は応募できません。　　
問い合わせ　総務課人事給与係（内線３２１０）
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落
排
水
事
業
収
益
を
３
３
０
万
円

増
額
し
、
総
額
を
３
億
１
０
２
２　

万
６
千
円
に
、
公
共
下
水
道
事

業
費
用
を
17
万
６
千
円
増
額
し
、

総
額
を
３
億
８
９
２
万
１
千
円

に
、
農
業
集
落
排
水
事
業
費
用
を

３
３
０
万
円
増
額
し
、
総
額
を

３
億
１
０
７
９
万
３
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

◇
子
育
て
世
代
移
住
促
進
住
宅
整

備
事
業
契
約
の
締
結

　

コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会

社
（
八
千
代
町
）
と
６
億
８
１
４　

１
万
１
８
６
０
円
で
契
約
す
る
も

の
で
す
。

◇
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
の
指
定
管

理
者
の
指
定

　

令
和
７
年
１
月
か
ら
令
和
38
年

３
月
ま
で
の
31
年
３
カ
月
間
、
公

営
住
宅
で
あ
る
八
千
代
町
子
育
て

世
代
移
住
促
進
住
宅
の
管
理
運

営
を
行
う
指
定
管
理
者
と
し
て
、

コ
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

（
八
千
代
町
）
を
指
定
す
る
も
の

で
す
。

　

12 月定例会

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１９６

一般会計補正予算など 15 議案を議決

可
決
し
た
議
案
内
容

可
決
し
た
議
案
内
容

◇
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正

　

法
改
正
に
よ
り
「
懲
役
」
及
び

「
禁
錮
」
が
廃
止
さ
れ
、「
拘
禁
刑
」

に
一
本
化
さ
れ
る
た
め
、
条
例
中

の
用
語
を
整
理
す
る
も
の
で
す
。

◇
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

　

現
委
員
が
令
和
６
年
12
月
31
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
左
記
の
方
を
再
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

　

久
保
谷　

六
衛
さ
ん

◇
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

　

公
営
住
宅
で
あ
る
地
域
優
良
賃

貸
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
事
項
を
定
め
る
た
め
、
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

◇
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
条
例

（
全
部
改
正
）

　

水
道
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業

及
び
農
業
集
落
排
水
事
業
を
一
括

　令和６年第４回定例会は、12 月５日から 12 日までの８日間の日程で開催されました。
　この定例会では、議員提出議案１件のほか、町執行部から一般会計補正予算をはじめ、国民健康保険税条例
の一部改正など 14 議案が提案され、審議の結果、全ての議案を原案のとおり可決しました。
　一般質問は 12 月 11 日と 12 日に行われ、９人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

議会だより議会だより

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
32
万
８　

千
円
増
額
し
、
予
算
総
額
を
３
億　

２
１
７
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

◇
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
６
５　

万
９
千
円
減
額
し
、
予
算
総
額
を

19
億
４
３
９
２
万
２
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

◇
八
千
代
中
央
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
７
５　

万
３
千
円
増
額
し
、
予
算
総
額
を

１
億
１
６
５
３
万
６
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

◇
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

３
条
予
算
に
お
い
て
、 

水
道
事

業
費
用
を
４
９
３
万
７
千
円
増
額

し
、
総
額
を
４
億
３
９
４
６
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

◇
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

３
条
予
算
に
お
い
て
、 

農
業
集

し
て
審
議
す
る
審
議
会
と
す
る
た

め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◇
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例

　

法
改
正
に
よ
り
「
懲
役
」
及
び

「
禁
錮
」
が
廃
止
さ
れ
、
「
拘
禁

刑
」
に
一
本
化
さ
れ
る
た
め
、
関

係
条
例
の
用
語
を
整
理
す
る
も
の

で
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

　

現
行
の
税
率
で
は
、
事
業
納
付

金
の
財
源
が
不
足
す
る
た
め
、
令

和
７
年
度
か
ら
の
税
率
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◇
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

税
及
び
児
童
手
当
等
で
は
扶
養

控
除
の
対
象
と
な
ら
な
い
扶
養
親

族
に
つ
い
て
、
県
の
医
療
福
祉
制

度
で
は
引
き
続
き
対
象
と
な
る
よ

う
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
６
億
９　

３
４
８
万
６
千
円
増
額
し
、
予
算

総
額
を
１
１
２
億
８
９
７
９
万
１　

● 

議
員
提
出
議
案

● 

予　

算

● 

そ
の
他

● 

条　

例

● 

人　

事

● 

契　

約
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議　案　名

赤
荻　

妙
子

赤
塚　

千
夏

榎
本　

哲
朗

𠮷
田　

安
夫

谷
中　

理
矩

安
田　

忠
司

増
田　

光
利

大
里　

岳
史

生
井　

和
巳

大
久
保　

武

水
垣　

正
弘

宮
本　

直
志

大
久
保
敏
夫

上
野　

政
男

審議結果

八千代町地域優良賃貸住宅の設置及び管理に
関する条例

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整理に関する条例

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決

八千代町国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例

○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決

令和６年度八千代町一般会計補正予算 ( 第４
号 )

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決

八千代町子育て世代移住促進住宅整備事業契
約の締結について

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決

八千代町地域優良賃貸住宅の指定管理者の指
定について

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決

八千代町議会の個人情報の保護に関する条例
の一部を改正する条例

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決

賛否の分かれた議案 ○ 賛成　× 反対　欠 欠席　ー議長は採決に加わらない。

令和６年 12 月（第４回）定例会　議案 審議結果

書

か

な

い

窓

口

導

入

に

つ

い

て

町
政
を
問
う
！　

一
般
質
問
に
９
名
が
登
壇

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用

に
よ
り
、
窓
口
で
申
請
書
な
ど
の

記
入
を
し
な
い
で
手
続
き
が
で
き

る
、
書
か
な
い
窓
口
が
全
国
の
自

治
体
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
本
町

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

町
民
く
ら
し
の
部
長　

戸
籍
住
民

課
で
は
、
ク
ラ
ウ
ド
簡
単
窓
口
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
端
末
機
１
台

が
常
時
稼
働
し
て
い
ま
す
。
住
民

の
方
が
各
種
証
明
書
の
交
付
申
請

を
す
る
際
に
、
役
場
窓
口
に
お
い

て
、
本
人
確
認
書
を
備
え
付
け
の

読
み
取
り
機
に
通
す
こ
と
に
よ

り
、
各
種
申
請
書
類
に
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
な
ど
を
反
映
さ
せ
、

作
成
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◇
移
動
期
日
前
投
票
所
導
入
に
つ

い
て

　

全
国
的
に
選
挙
の
投
票
率
は
低

下
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
権

者
で
あ
る
国
民
が
代
表
者
を
選
ぶ

民
主
主
義
の
根
幹
で
あ
る
選
挙
の

投
票
率
の
低
さ
は
看
過
で
き
ま
せ

ん
。
１
人
で
も
多
く
の
有
権
者
が

取り壊しになる旧学校給食センター
（菅谷地内）

議
会
に
関
す
る
情
報
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

八千代町　議会

議会の
ホームページは
こちらから！

赤
あか

荻
おぎ

 妙
たえ

子
こ

 議員

投
票
し
や
す
い
環
境
の
整
備
が
不

可
欠
で
す
。
県
内
の
自
治
体
で
も

高
校
や
商
業
施
設
な
ど
に
、
移
動

期
日
前
投
票
所
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
投
票
箱
を
積
ん
だ
バ
ス
や
ワ

ゴ
ン
車
を
利
用
し
た
移
動
期
日
前

投
票
所
の
導
入
が
効
果
的
と
考
え

ま
す
。
町
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　

移
動
期
日
前
投
票
所

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
投
票
の
秘

密
保
持
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
、
ま
た
二
重
投
票
の
防
止
な
ど

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
と
も

に
、
導
入
に
関
し
て
の
コ
ス
ト
や

人
材
確
保
な
ど
の
課
題
も
あ
る
の

が
現
状
で
す
。
今
後
は
、
近
隣
自

治
体
の
動
向
や
町
民
の
皆
様
の

ニ
ー
ズ
な
ど
を
把
握
し
、
調
査
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町　

長　

１
人
で
も
多
く
の
方
が

投
票
で
き
る
環
境
の
整
備
が
行
政

の
役
割
だ
と
考
え
ま
す
。
今
後
も

各
種
啓
発
に
取
り
組
み
、
全
体
の

投
票
率
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
移
動
期
日
前
投
票
所
に
つ
い

て
も
、
慎
重
に
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
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れ
る
こ
と
な
く
、
い
つ
で
も
安
心

し
て
遊
べ
る
よ
う
な
屋
内
で
の
遊

び
場
と
い
う
環
境
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
多
く
の
親
子
が
集
ま
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
、
世
代

を
超
え
た
交
流
を
生
む
拠
点
作
り

に
繋
が
り
、
さ
ら
に
は
こ
う
い
っ

た
子
育
て
の
環
境
充
実
が
地
域
の

新
た
な
魅
力
と
な
り
、
若
い
世
代

の
移
住
定
住
を
促
し
、
地
域
を
活

性
化
す
る
一
つ
の
取
り
組
み
に
も

な
り
ま
す
。
今
後
、
財
源
及
び
場

所
の
確
保
に
向
け
て
、
大
き
く
前

進
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

チ
ン
カ
ー
の
参
加
が
少
な
い
状
況

で
す
。
子
ど
も
た
ち
や
町
民
か
ら

も
「
な
ぜ
八
千
代
町
の
お
祭
り
に

は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
出
て
い
な
い

の
か
？
」
と
い
う
声
が
多
く
聞
か

れ
ま
す
。
そ
の
一
因
と
し
て
、
出

店
料
の
高
さ
や
、
参
加
条
件
の
厳

し
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
、
他
の

地
域
の
お
祭
り
を
見
て
き
ま
し
た

が
、
地
元
飲
食
店
や
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
元

の
魅
力
が
伝
わ
り
、
さ
ら
に
盛
り

上
が
っ
て
い
る
印
象
を
受
け
ま

す
。
露
天
商
、
地
元
飲
食
店
、キ
ッ

チ
ン
カ
ー
が
一
体
と
な
っ
て
お
祭

り
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
理
想
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町　

長　

こ
れ
ま
で
祭
り
の
盛
り

上
げ
に
、
露
天
商
の
協
力
が
大
き

か
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
近
年
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー

と
い
う
新
た
な
手
段
が
登
場
し
て

き
ま
し
た
。
出
店
料
の
問
題
も
含

め
、
話
し
合
い
を
通
じ
て
解
決
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
す
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
共
存

し
、
商
売
繁
盛
し
て
く
れ
れ
ば
良

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
町

の
元
気
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　

近
年
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
各
自
治
体
が
様
々
な
賑
わ

い
創
出
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
単
な
る
自

己
満
足
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

多
く
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
は
疑

町
が
考
え
る
賑
わ
い
創
出
に
つ
い
て

問
が
残
り
ま
す
。
本
来
の
賑
わ
い

創
出
事
業
と
は
、
自
治
体
内
の
来

客
で
満
足
せ
ず
、
県
内
は
も
と
よ

り
県
外
か
ら
も
多
く
の
人
々
を
集

客
し
、
見
て
、
体
験
し
て
、
食
べ

て
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
そ
の

町
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
す
。
町
長
の
考
え
を

お
聞
き
し
ま
す
。

町　

長　

イ
ベ
ン
ト
の
本
旨
は
県

内
外
か
ら
人
を
呼
び
、
町
の
良
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
大
里
議
員
と
同
じ
考

え
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
八
千
代

町
の
経
済
を
活
性
化
し
、
賑
わ
い

を
生
み
出
す
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
ま
す
。
訪
れ
た
人
々
が
町
で
お

金
を
使
い
、
経
済
が
回
る
こ
と
で
、

笑
顔
が
絶
え
ず
、
健
康
で
、
仕
事

も
う
ま
く
い
く
、
そ
ん
な
町
が
実

現
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

農
業
や
自
然
、
景
観
と
い
っ
た

八
千
代
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ

と
が
、
町
を
豊
か
に
す
る
き
っ
か

け
の
一
つ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

町
の
お
祭
り
は
露
天
商
の
出
店

が
中
心
で
、
地
元
飲
食
店
や
キ
ッ

思
い
ま
す
。

◇
全
天
候
型
遊
び
場
の
設
置
に
つ

い
て

　

本
町
で
は
、
子
育
て
施
策
の
拡

充
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も

た
ち
が
遊
べ
る
場
所
が
乏
し
く

な
っ
て
い
て
、
そ
う
し
た
場
所
を

求
め
る
声
が
多
く
聞
こ
え
ま
す
。

遊
び
場
が
増
え
る
こ
と
で
、
親
子

で
安
心
し
て
八
千
代
町
で
暮
ら
す

こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す

が
、
設
置
に
つ
い
て
の
考
え
を
お

聞
き
し
ま
す
。

町　

長　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
健
や
か
な
身
体
と
社

会
性
を
育
む
上
で
遊
び
場
の
環
境

を
整
備
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
な

こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ

こ
と
に
よ
り
、
体
力
や
運
動
能
力

の
向
上
に
繋
が
り
、
同
年
齢
や
異

な
る
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交

流
を
通
じ
て
様
々
な
経
験
を
積
み

重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
協
調
性
を
育

み
ま
す
。
ま
た
、
天
候
に
左
右
さ

危

機

管

理

監

の

設

置

に

つ

い

て

　

近
年
、
自
衛
隊
で
の
勤
務
経
験

が
あ
る
方
を
災
害
時
に
住
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
即
戦
力
と
し
て

採
用
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま

す
。
人
件
費
の
問
題
も
あ
り
ま
す

が
、
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制

度
を
活
用
し
、
危
機
管
理
監
と
し

て
採
用
す
れ
ば
、
特
別
交
付
税
の

対
象
と
な
り
、
少
な
い
負
担
で
人

材
を
確
保
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

町　

長　

今
後
も
激
甚
化
す
る
大

規
模
災
害
が
発
生
す
る
と
の
予
測

の
中
で
、
防
災
、
危
機
管
理
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
を
配
置

す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
。

ま
た
、
近
隣
自
治
体
と
の
連
携
と

い
う
部
分
に
お
い
て
も
大
き
な
効

果
を
発
揮
す
る
と
考
え
ま
す
。
危

機
管
理
監
の
設
置
に
関
し
て
は
、

積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

谷
や

中
なか

 理
り

矩
く

 議員

大
おお

里
さと

 岳
たけ

史
し

 議員
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八
千
代
町
の
地
域
防
災
計
画

は
、
平
成
30
年
３
月
の
八
千
代
町

防
災
会
議
策
定
の
も
の
が
最
終
版

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
茨
城
県
地
域

防
災
計
画
が
令
和
６
年
３
月
に
改

定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
八
千
代

６
９
３
名
と
少
な
い
た
め
、
今
後

は
啓
発
活
動
を
強
化
し
、
登
録
者

を
増
や
し
て
い
く
方
針
で
す
。
ま

た
、
災
害
時
に
誤
っ
た
情
報
が
拡

散
さ
れ
な
い
よ
う
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
化
し
、
正
確
な
情
報

の
発
信
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◇
役
場
職
員
の
労
務
管
理
の
実
態

に
つ
い
て

　

庁
舎
周
辺
を
夜
間
に
通
る
と
、

遅
く
ま
で
照
明
が
つ
い
て
い
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
見

て
、
役
場
職
員
が
長
時
間
働
い
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て

い
ま
す
。
現
状
を
お
聞
き
し
ま
す
。

総
務
部
長　

時
間
外
労
働
の
実
態

に
つ
い
て
は
、
業
務
内
容
や
時
期

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
各
所
属

部
署
に
よ
り
時
間
外
勤
務
が
多
く

な
る
時
期
も
あ
り
、
選
挙
や
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
時
期
な

ど
、
勤
務
時
間
が
多
く
な
る
月
も

あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
解
消
し

て
い
ま
す
。
過
重
労
働
に
な
ら
な

い
よ
う
労
務
管
理
を
徹
底
す
る
こ

と
で
、
職
員
の
健
康
を
守
り
、
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
を
推

進
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

八
千
代
町
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

町
の
防
災
計
画
は
見
直
し
が
進
め

ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
つ
い
て
、

災
害
時
の
情
報
収
集
に
は
有
用
で

す
が
、
デ
マ
や
誤
情
報
の
拡
散
も

懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ
の
課
題
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
予
定

か
お
聞
き
し
ま
す
。

町　

長　

風
水
害
や
地
震
へ
の
対

応
強
化
が
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

地
域
防
災
計
画
の
改
定
を
進
め
て

い
ま
す
。
新
た
な
防
災
拠
点
の
整

備
や
外
国
人
対
応
の
推
進
、
下
妻

市
・
常
総
市
と
の
防
災
連
携
協
定

を
活
用
し
、
地
域
の
防
災
力
強
化

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
防

災
の
基
本
は
「
自
助
共
助
」
で
あ

り
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意

識
を
高
め
る
た
め
に
、
マ
イ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
の
普
及
や
地
域
で
の

防
災
訓
練
、学
習
機
会
を
提
供
し
、

町
民
参
加
型
の
防
災
活
動
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

総
務
部
長　

防
災
情
報
を
防
災
行

政
無
線
、
メ
ー
ル
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
同
時
配

信
し
て
い
ま
す
が
、
登
録
者
数
が

や
小
規
模
事
業
者
が
抱
え
る
課
題

や
事
業
継
承
に
対
す
る
考
え
方
を

把
握
し
、
今
後
の
政
策
や
取
り
組

み
の
参
考
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

町　

長　

本
町
の
発
展
に
は
農
業

（
第
１
次
産
業
）を
軸
に
、
第
２
次
・

第
３
次
産
業
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要

で
す
。
６
次
産
業
化
や
ブ
ラ
ン
ド

化
、
企
業
誘
致
を
進
め
る
と
と
も

に
、
地
区
計
画
の
導
入
に
よ
る
土

地
活
用
で
商
業
施
設
の
誘
致
や
新

規
創
業
を
促
進
し
、
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

◇
八
千
代
町
の
活
性
化
に
つ
い
て

　

旧
中
山
家
住
宅
の
活
用
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
ど
う

し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

指
定
管
理
者
が
運
営
す
る
憩
遊
館

に
つ
い
て
、
運
営
状
況
や
今
後
の

計
画
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
こ

れ
ら
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や

文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
非
常

に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と

考
え
ま
す
。

農

商

工

連

携

と

農

産

物

の

ブ

ラ

ン

ド

化

に

つ

い

て

　

商
工
業
者
、
農
業
者
を
取
り
巻

く
経
営
環
境
は
、
少
子
高
齢
化
に

よ
る
生
産
人
口
の
減
少
な
ど
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に

は
、
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
し

た
既
存
事
業
の
見
直
し
や
新
た
な

分
野
等
へ
の
進
出
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
経
営
者
や
従

業
員
が
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
よ
る
Ｉ

Ｔ
ス
キ
ル
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等

の
新
た
な
知
識
習
得
や
地
域
資
源

を
活
用
し
た
付
加
価
値
の
高
い
商

品
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

町
内
事
業
者
の
現
状
把
握
や
後
継

者
支
援
に
も
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

現
在
、
商
工
会

と
連
携
し
、
商
工
会
会
員
を
対
象

に
事
業
継
承
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
町
内
の
中
小
企
業
者

町　

長　

憩
遊
館
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
者
で
あ
る
ク
リ
ー
ン
工

房
や
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

躍
も
あ
っ
て
、
徐
々
に
賑
わ
い
を

取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
今
後
は
施
設
の
改
修
整
備

や
知
名
度
向
上
に
も
取
り
組
ん

で
、
よ
り
多
く
の
方
に
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
観
光
拠
点
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
旧
中

山
家
住
宅
に
つ
い
て
も
、
検
討
委

員
会
の
意
見
や
町
民
の
声
を
し
っ

か
り
と
聞
き
な
が
ら
、
地
域
全
体

に
良
い
影
響
を
も
た
ら
す
よ
う
な

活
用
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

安
やす

田
だ

 忠
ただ

司
し

 議員

増
ます

田
だ

 光
みつ

利
とし

 議員
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し
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

子
育
て
交
流
サ

ロ
ン
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
中

の
親
子
が
気
軽
に
集
ま
り
、
情
報

交
換
や
相
談
を
行
う
場
で
す
。
９

月
議
会
で
補
正
予
算
が
可
決
さ

れ
、
西
豊
田
地
区
の
旧
駐
在
所
を

改
修
し
、
令
和
７
年
３
月
の
完
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
サ
ロ
ン
の

利
用
は
週
３
日
、
午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
で
、
料
金
は
無
料

で
す
。
運
営
は
子
育
て
サ
ポ
ー

タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
の
開
放
や
育
児
相
談
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

す
る
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

町
と
し
て
は
雇
用
対
策
を
進
め
、

国
に
報
酬
引
き
上
げ
や
負
担
割
合

の
改
善
を
求
め
ま
す
。

◇
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
一
本
化
に
よ

り
、
全
国
で
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い

で
い
ま
す
。
直
近
の
利
用
率
と
資

格
認
証
エ
ラ
ー
等
の
ト
ラ
ブ
ル
の

報
告
は
あ
り
ま
す
か
。
さ
ら
に
、

国
の
方
針
で
資
格
確
認
書
の
送
付

対
象
が
拡
大
さ
れ
る
中
、
本
町
で

の
準
備
状
況
や
、
全
員
へ
の
送
付

も
検
討
す
べ
き
で
す
。

町
民
く
ら
し
の
部
長　

本
町
の
マ

イ
ナ
保
険
証
利
用
率
は
、
国
民
健

康
保
険
で
15
．
１
％
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
で
12
．
８
％
で

す
。
12
月
２
日
か
ら
９
日
ま
で
の

間
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
７
件
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
資
格
確
認
書
は

法
律
上
、
電
子
資
格
確
認
が
受
け

ら
れ
な
い
方
に
限
り
発
行
可
能
で

す
。
た
だ
し
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
で
は
、
新
た
に
75
歳
に
な
っ

た
方
等
に
来
年
の
７
月
末
ま
で
は

暫
定
措
置
と
し
て
、
マ
イ
ナ
保
険

証
登
録
を
し
て
あ
っ
て
も
資
格
確

認
書
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　

介
護
業
界
の
人
材
不
足
は
深
刻

で
す
。
世
田
谷
区
の
よ
う
に
自
治

体
独
自
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
例

が
あ
り
ま
す
。
給
付
金
の
支
給
や

賃
金
補
助
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た

高

齢

者

福

祉

に

つ

い

て

支
援
策
を
町
と
し
て
も
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

保
健
福
祉
部
長　

町
独
自
で
介
護

事
業
所
へ
の
助
成
を
行
う
に
は
、

安
定
し
た
財
源
の
確
保
が
大
き
な

課
題
で
す
。
現
在
、
国
が
介
護
の

人
材
確
保
や
職
場
環
境
改
善
に
向

け
た
総
合
対
策
の
実
施
を
計
画
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
そ

の
動
向
を
注
視
し
、
必
要
に
応
じ

て
町
と
し
て
も
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

　

国
の
処
遇
改
善
加
算
は
一
部
の

事
業
所
に
し
か
恩
恵
が
な
い
の

で
、
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
を
求

め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
介
護

保
険
制
度
は
本
来
、
国
が
50
％
を

負
担
す
べ
き
で
あ
り
、
現
在
の
負

担
割
合
の
ま
ま
で
は
問
題
が
あ
り

ま
す
。

町　

長　

介
護
保
険
制
度
は
、
高

齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え

る
仕
組
み
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た

が
、
少
子
高
齢
化
や
人
材
不
足
が

課
題
で
あ
り
、
特
に
介
護
職
員
の

低
報
酬
が
サ
ー
ビ
ス
の
質
に
影
響

こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
か
つ
適
切
な

対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
参
加
人
数
や
準
備
物
の
調

整
が
可
能
と
な
り
、
安
全
で
効
率

的
な
実
施
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
事
業
の
多
く
は
午
前
中
の

み
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
施

時
間
の
延
長
や
回
数
を
増
や
す
に

は
、
事
業
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
の

確
保
が
課
題
で
す
。
フ
リ
ー
ル
ー

ム
に
つ
い
て
は
、
今
後
受
付
方
法

な
ど
を
見
直
し
、
よ
り
利
用
し
や

す
く
改
善
す
る
予
定
で
す
。

◇
子
育
て
交
流
サ
ロ
ン
管
理
事
業

に
つ
い
て

　

子
育
て
交
流
サ
ロ
ン
管
理
事
業

は
、
町
長
が
掲
げ
た
公
約
の
一
つ

で
あ
る
「
安
心
子
育
て
と
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
環

だ
と
思
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
子

育
て
相
談
や
小
さ
い
子
を
持
つ
親

子
の
居
場
所
が
充
実
し
て
い
る
と

の
評
判
が
広
が
る
よ
う
、
国
や
県

の
補
助
金
を
積
極
的
に
活
用
し
、

幅
広
い
子
育
て
事
業
の
展
開
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
事
業
内
容
と
今

後
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き

保
健
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
る

健
康
づ
く
り
事
業
は
予
約
制
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
な
ぜ
予
約
制
に

し
て
い
る
の
か
、
そ
の
理
由
と
導
入

時
期
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。
予

約
制
に
よ
り
、
急
な
体
調
不
良
で
参

加
で
き
な
い
場
合
、
次
回
ま
で
待
た

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
利
用
機
会
を
逃

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
相

談
の
多
く
は
午
前
中
に
限
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
時
間
帯
に
制
限

を
設
け
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
も

お
聞
き
し
ま
す
。
よ
り
多
く
の
方
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
時
間

帯
や
予
約
制
に
関
す
る
改
善
策
を

伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

保
健
セ
ン
タ
ー

の
健
康
づ
く
り
事
業
は
、
令
和
２

年
７
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
と
し
て
予
約
制
を
導
入
し
、

事
前
に
担
当
保
健
師
を
割
り
振
る

榎
えの

本
もと

 哲
てつ

朗
ろう

 議員

赤
あか

塚
つか

 千
ち

夏
なつ

 議員
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八
千
代
町
の
農
業
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。
現
在
、
農
地
面
積

の
減
少
や
農
業
者
の
高
齢
化
な
ど

が
進
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

問
題
は
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
に
と
っ
て
、
今
後
の
持
続
可
能

年
代
後
半
か
ら
50
年
代
に
か
け

て
、
畑
作
農
家
が
霞
ヶ
浦
用
水
の

導
入
と
土
地
改
良
を
進
め
、
成
長

を
遂
げ
ま
し
た
。
し
か
し
一
方
で
、

稲
作
農
家
は
米
の
価
格
低
迷
に
よ

り
、
所
得
が
減
少
し
、
現
在
で
は

大
き
な
差
が
生
じ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
、
八
千
代
町
を

農
業
の
町
と
し
て
活
性
化
す
る
た

め
に
は
、
稲
作
農
業
を
強
化
し
、

近
代
的
な
技
術
や
方
法
を
導
入
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
農

業
の
経
営
面
積
が
小
さ
い
稲
作
農

家
が
食
べ
て
い
け
な
い
現
状
に
対

し
て
は
、
支
援
策
が
必
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
八
千
代
町
は
、
梨

や
白
菜
な
ど
の
銘
柄
産
地
の
指
定

を
受
け
た
茨
城
県
を
代
表
す
る
産

地
で
は
あ
り
ま
す
が
、
近
代
化
を

進
め
、
農
家
が
儲
か
る
仕
組
み
を

作
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
農
業
後
継

者
の
確
保
や
労
働
力
の
補
充
が
重

要
で
あ
り
、
技
能
実
習
生
の
活
用

も
選
択
肢
と
な
る
で
し
ょ
う
。
最

終
的
に
、
農
業
を
守
り
発
展
さ
せ

る
た
め
に
、
国
の
方
針
に
基
づ
き
、

地
域
農
業
の
活
性
化
に
向
け
て
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

八

千

代

町

の

農

業

に

つ

い

て

性
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
農
業
労
働

力
の
不
足
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る

中
で
、
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

産
業
建
設
部
長　

本
町
の
耕
地
面

積
は
、
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

茨
城
県
全
体
の
減
少
率
と
比
較
し

て
低
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、
農

業
人
口
の
減
少
は
進
行
中
で
、
基

幹
的
農
業
従
事
者
の
平
均
年
齢
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。
技
能
実
習
生

は
、
農
業
現
場
で
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
本
町
に
も
多
く
の

技
能
実
習
生
が
働
い
て
い
ま
す
。

　

農
業
の
担
い
手
が
減
少
す
る

中
、
技
能
実
習
生
の
増
加
は
必
然

で
す
。
今
後
も
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

も
、
行
政
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
等
を
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

町　

長　

か
つ
て
稲
作
農
家
が
中

心
だ
っ
た
八
千
代
町
は
、
昭
和
40

負
担
請
求
書
と
予
診
票
が
保
健
セ

ン
タ
ー
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
予
診

票
に
は
、
実
施
場
所
、
医
師
名
、

接
種
年
月
日
、
製
薬
会
社
名
、
ワ

ク
チ
ン
名
、
ロ
ッ
ト
番
号
な
ど
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度

の
被
害
者
認
定
数
に
つ
い
て

保
健
福
祉
部
長　

令
和
６
年
12
月

１
日
現
在
、
八
千
代
町
の
認
定
者

は
２
名
で
す
。

◇
外
国
人
世
帯
の
実
態
に
つ
い
て

・
本
町
の
人
口
に
占
め
る
外
国
人

の
人
数
と
世
帯
の
割
合
に
つ
い
て

町
民
く
ら
し
の
部
長　

本
町
の

総
人
口
は
２
万
１
０
６
２
人

で
、
そ
の
う
ち
外
国
人
の
人
口

は
２
０
２
０
人
で
す
。
外
国
人

の
割
合
は
９
．
６
％
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
町
全
体
の
世
帯
数
は

８
４
３
３
世
帯
で
、
外
国
人
世
帯

は
１
７
４
５
世
帯
で
す
。
外
国
人

世
帯
の
割
合
は
20
．
７
％
で
す
。

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

定

期

予

防

接

種

に

つ

い

て

・
定
期
予
防
接
種
実
施
要
領
の
対

象
者
へ
の
意
思
確
認
に
つ
い
て

保
健
福
祉
部
長　

接
種
の
意
思
確

認
は
医
師
が
行
い
、
予
診
票
の
「
接

種
希
望
書
」
欄
に
署
名
す
る
形
と

な
り
ま
す
。
効
果
と
副
反
応
の
リ

ス
ク
を
比
較
し
、
接
種
は
本
人
の

判
断
に
委
ね
ら
れ
ま
す
。

・
本
年
10
月
か
ら
現
在
ま
で
の
予

防
接
種
者
数
に
つ
い
て

保
健
福
祉
部
長　

12
月
10
日
時
点

で
の
接
種
者
数
は
８
１
５
人
で
、

対
象
者
６
６
５
５
人
に
対
す
る
接

種
率
は
12
．
25
％
で
す
。

・
利
用
医
療
機
関
か
ら
町
へ
の
報

告
内
容
に
つ
い
て

保
健
福
祉
部
長　

医
療
機
関
か
ら

は
月
に
一
度
、
接
種
費
用
の
公
費

・
外
国
人
の
町
税
の
納
税
額
及
び

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
額
と
割

合
に
つ
い
て

町
民
く
ら
し
の
部
長　

令
和
５

年
の
町
税
の
納
税
額
は
合
計

１
２
５
５
万
５
９
９
３
円
で
し

た
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の

納
税
額
は
５
６
１
９
万
８
６
０
０

円
で
、
全
体
の
８
．
６
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

𠮷
よし

田
だ

 安
やす

夫
お

 議員

大
おお

久
く

保
ぼ

 敏
とし

夫
お

 議員



広報やちよ№ 784　2025.2 月号　　　20

　
　
広
報
や
ち
よ
　
　

広
報
や
ち
よ
　
　
令
和
令
和
７７
年年
２２
月
１
日
発
行

月
１
日
発
行　
　
　
　
　
　
　
　

№ 784№ 784　　

編
集
発
行
：
八
千
代
町
秘
書
公
室
秘
書
課
　

編
集
発
行
：
八
千
代
町
秘
書
公
室
秘
書
課
　

〒
300-3592

茨
城
県
結
城
郡
八
千
代
町
大
字
菅
谷
1170

番
地

〒
300-3592

茨
城
県
結
城
郡
八
千
代
町
大
字
菅
谷
1170

番
地

☎
0296-48-1111（

代
）　
FAX0296-48-0161

☎
0296-48-1111（

代
）　
FAX0296-48-0161

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
https://w

w
w
.tow

n.ibaraki-yachiyo.lg.jp
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
https://w

w
w
.tow

n.ibaraki-yachiyo.lg.jp

町県民税等町県民税等のの申告相談申告相談
問い合わせ　税務課住民税係（内線１５３０）問い合わせ　税務課住民税係（内線１５３０）

期間　２月 17 日（月）～３月 17 日（月）
場所　役場１階町民ホール

　　　　　　　　　　　　以下の内容は、町会場で受け付けでき以下の内容は、町会場で受け付けでき
　　　　　　ないため、税務署またはパソコンやス　　　　　　ないため、税務署またはパソコンやス
　　　　　　マートフォンでの申告となります。　　　　　　マートフォンでの申告となります。

〇「住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）」または
　「住宅関連特別控除」の適用を受ける申告
〇配当所得の申告
〇分離課税（株式・不動産等の譲渡所得、先物取引
　にかかる雑所得、上場株式等の配当所得）の申告
　※土地等の収容を受けた場合は町会場で申告可
〇「日本国外に居住する親族」にかかる扶養控除等
　の適用を受ける申告
〇「雑損控除」「外国税額控除」「損失繰越」の適用
　を受ける申告
〇青色で確定申告を行う事業主の申告
〇消費税、贈与税、相続税に該当する人の確定申告
〇亡くなった人の準確定申告

期間　２月 17 日（月）～３月 17 日（月）
　　　※土日祝日を除く
時間　午前８時 30 分～午後４時（相談は午前９時～）
場所　下館税務署３階会議室

確定申告会場の入場には、
入場整理券が必要です。

【入手方法】
〇右記二次元コードの国税庁 LINE
　公式アカウントから事前に取得
〇当日会場で配付

問い合わせ　下館税務署　℡ 0296-24-2121

パソコン・スマートフォンを使ってパソコン・スマートフォンを使って
自宅で申告！自宅で申告！

□源泉徴収票など申告に必要な書類
□マイナンバーカード
□マイナンバーカード読み取り対応のスマホ
□マイナンバーカードのパスワード
　（英数字６～ 16 文字のパスワード、数字４桁のパスワード）

①マイナポータルアプリを
　ダウンロード

②マイナポータルで利用者登録

③「確定申告の事前準備」ページにアクセスし、取得したい証明書等の
　選択や外部サイト（e-Tax）との連携を行う

町会場での申告相談受け付け

下館税務署　確定申告会場

▲詳細はこちら▲詳細はこちら
（町ホームページ）（町ホームページ）

まずはまずは
必要書類を必要書類を
確認！確認！

マイナポータルマイナポータル
連携の連携の
事前設定事前設定

iPhone 版 Android 版

国税庁サイト「確定申告書等作成コーナー」で作成開始！国税庁サイト「確定申告書等作成コーナー」で作成開始！


